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同じまちに暮らす
 - 郊外団地のエリアコンバージョンによる生活拠点化 -
LIVE IN THE SAME TOWN





I think it’s possible for the architecture to inherit the time people has used at that place and connect to the future. So it's a 
special meaning of architecture.In the declining suburbs, we inherit the time of the people and the environment who have 
lived there, and connect to the future.In this research, we reconstruct the town as a house by converting the building and 
the environment into the time and place meaning of the place and integrating it (area conversion).














的にコンバート ( エリアコンバージョン ) することで、
まちを一つの家として再構築し、時間を受け継ぎ、未
来へ繋ぐことを目指す。
　(1) 敷地 : 横浜市旭区上白根町
















齢化率は 41.7% と約 6% 上回っており、この数字は旭区
の中でも 5 番目に高い数字でもある。また、2012 年時

















トへの徒歩困難圏 ( 歩行距離 300m 以上 ) を調査すると、
































































図 3　バス停からの歩行困難圏 (300m 圏外 )







擁壁 エッジ - エッジ
階段
結節点 接着面遷移点

















動線の拡張 倉庫屋根 ファサードの道への帰属 擁壁の道への帰属外部空間の拡張


















団 地 の 敷 地 や 住 宅 地 の向こう側には 豊 かな自然 が 広
がっておりこのまちの貴重な財産だと考える。今ある風
景を残し、地域のバリアだった場所をまちに住む人の居
場所に変えていく事で団地に住む人と住宅地に住む人、
双方の生活が深く結びつき、さらに豊かになる事を期待
する。
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おります。
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